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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】扇状領域に反時計回りと時計回りに同等の速度
で往復可能なレトログラード針により各種情報表示を可
能とする指針装置、電子時計、電子時計の指針駆動方法
、および電子時計の指針駆動プログラムを提供する。
【解決手段】電子時計１は、反時計回りと時計回りに同
等の速度で扇状に往復移動可能なレトログラード針２１
ｃと、レトログラード針２１ｃを駆動する駆動部２４と
、レトログラード針２１ｃの下側かつレトログラード針
２１ｃの往復移動範囲内に少なくとも一部分が配置され
て、明滅とトログラード針２１ｃの位置とを組み合わせ
て所定の情報を表示するＬＣＤ４１とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　反時計回りと時計回りに同等の速度で扇状に往復移動可能な指針と、
　前記指針を駆動する駆動部と、
　前記指針の下側かつ前記指針の往復移動範囲内に少なくとも一部分が配置されて、明滅
と前記指針の位置とを組み合わせて所定の情報を表示する表示部と、
　を備えることを特徴とする指針装置。
【請求項２】
　反時計回りと時計回りに同等の速度で扇状に往復移動可能な指針と、
　動作モードを受け付ける受付部と、
　前記動作モードを示す位置に前記指針を駆動する駆動部と、
　を備えることを特徴とする電子時計。
【請求項３】
　前記動作モードは、ストップウオッチモード、タイマーモード、アラームモード、ワー
ルドタイムモードのうち少なくとも１つを含んでいる、
　ことを特徴とする請求項２に記載の電子時計。
【請求項４】
　請求項１に記載の指針装置を備える電子時計であって、
　前記電子時計は、前記指針の位置により第１時間情報を示し、前記表示部により第１時
間の集合である第２時間情報を示すことにより、前記第１時間情報と前記第２時間情報と
からなるストップウオッチの経過時間を表示する、
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項５】
　前記駆動部は、前記第１時間情報の増加と共に前記指針を時計回りに駆動し、前記第１
時間情報の繰り上がり時に、前記指針を反時計回りに駆動する、
　ことを特徴とする請求項４に記載の電子時計。
【請求項６】
　前記表示部は、ストップウオッチモードであることを示す表示領域を左側に含んで構成
される、
　ことを特徴とする請求項４または５に記載の電子時計。
【請求項７】
　請求項１に記載の指針装置を備える電子時計であって、
　前記電子時計は、前記指針の位置により第１時間情報を示し、前記表示部により第１時
間の集合である第２時間情報を示すことにより、前記第１時間情報と前記第２時間情報と
からなるタイマーの残り時間を表示する、
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項８】
　前記駆動部は、前記第１時間情報の減少と共に前記指針を反時計回りに駆動し、前記第
１時間情報の繰り下がり時に、前記指針を時計回りに駆動する、
　ことを特徴とする請求項７に記載の電子時計。
【請求項９】
　前記表示部は、タイマーモードであることを示す表示領域を右側に含んで構成される、
　ことを特徴とする請求項７または８に記載の電子時計。
【請求項１０】
　前記表示部は、タイムアップ時にブリンクする、
　ことを特徴とする請求項４ないし６、請求項７ないし９のうちいずれか１項に記載の電
子時計。
【請求項１１】
　指針と、
　前記指針を駆動する駆動部と、
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　明滅と前記指針の位置とを組み合わせて、第１時間情報と第１時間の集合である第２時
間情報とからなるストップウオッチの経過時間を表示する表示部とを備える電子時計の指
針駆動方法であって、
　前記駆動部は、前記第１時間情報の増加と共に前記指針を第２時間に亘って時計回りに
駆動するステップと、
　前記第２時間情報の繰り上がり時に、前記指針を第１時間内に反時計回りに駆動するス
テップと、
　を実行することを特徴とする電子時計の指針駆動方法。
【請求項１２】
　指針と、
　前記指針を駆動する駆動部と、
　明滅と前記指針の位置とを組み合わせて、第１時間情報と第１時間の集合である第２時
間情報とからなるタイマーの残り時間を表示する表示部とを備える電子時計の指針駆動方
法であって、
　前記駆動部は、前記第１時間情報の減少と共に前記指針を第２時間に亘って反時計回り
に駆動するステップと、
　前記第２時間情報の繰り下がり時に、前記指針を第１時間内に時計回りに駆動するステ
ップと、
　を実行することを特徴とする電子時計の指針駆動方法。
【請求項１３】
　指針と、
　前記指針を駆動する駆動部と、
　明滅と前記指針の位置とを組み合わせて、第１時間情報と第１時間の集合である第２時
間情報とからなるストップウオッチの経過時間を表示する表示部と、
　プロセッサと、を備える電子時計の指針駆動プログラムであって、
　前記プロセッサに、
　前記駆動部に対して、前記第１時間情報の増加と共に前記指針を第２時間に亘って時計
回りに駆動する処理、
　前記第２時間情報の繰り上がり時に、前記指針を第１時間内に反時計回りに駆動する処
理、
　を実行させるための指針駆動プログラム。
【請求項１４】
　指針と、
　前記指針を駆動する駆動部と、
　明滅と前記指針の位置とを組み合わせて、第１時間情報と第１時間の集合である第２時
間情報とからなるタイマーの残り時間を表示する表示部と、
　プロセッサと、を備える電子時計の指針駆動プログラムであって、
　前記プロセッサに、
　前記駆動部に対して、前記第１時間情報の減少と共に前記指針を第２時間に亘って反時
計回りに駆動する処理、
　前記第２時間情報の繰り下がり時に、前記指針を第１時間内に時計回りに駆動する処理
、
　を実行させるための指針駆動プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レトログラード針を備える指針装置、電子時計、電子時計の指針駆動方法、
および電子時計の指針駆動プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　レトログラードとは、惑星の逆行を示すフランス語の天文学用語であり、時計において
は反復運動を行う針によって時刻やカレンダーなどを表示する機構のことをいう。ここで
は７日を一周期とする曜日表示を例に説明する。レトログラードの曜日針は、月曜を始点
として、火曜、水曜、木曜、金曜、土曜と１日ずつ移動して日曜で終点に達し、更に日曜
から次の月曜に切り替わるときに瞬時に始点へと切り替わる。これにより指針の動きによ
るエンターティメント性を持たせて、ユーザの目を楽しませることができる。
【０００３】
　特許文献１の要約書の解決手段には、「曜日表示領域をレトログラード調の扇形表示と
し、その剰余スペースに経年表示領域、アラームセット状態確認領域を配設し、曜針７で
これらの情報を表示する仕様とした。そして、現在時刻表示モードでの外部操作により曜
針７の表示内容を任意に変更可能な仕様とした。これにより、限られた表示領域内で最大
限の情報表示を可能とすると共に、モードを切り替えて所定のモードを呼び出さなくても
現在時刻表示モード上にて上記情報を確認可能とし、操作仕様を簡単にする事が可能とな
った。」と記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－３１５６６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載の発明は、レトログラードで複数の動作機能を表示可能にしている。
しかし、この構成は、現在の動作モードを示すのみであり、機能遷移操作等の機器の動作
状態を針の動きによりユーザに分かりやすく伝えるものではなかった。
【０００６】
　また、特許文献１に記載のレトログラードは、１周に亘って回転可能な領域を設け、そ
のうち一部の扇状領域を用いることによって実現する方式である。これにより、時計回り
と反時計回りの両方に回転駆動しなくとも、片方のみに回転駆動することでレトログラー
ドを実現可能である。しかし、扇状領域に指針を往復させるレトログラードに比べて表示
領域が小さくなり、視認性が悪くなるという欠点があった。
【０００７】
　また、レトログラードには、針の移動とともにバネやゼンマイなどの弾性体に反発エネ
ルギを徐々に蓄え、終点にて反発エネルギを利用して針を始点に切り換える方式もある。
このような機構によれば、扇状領域に針を移動させることができる。しかし、弾性体にエ
ネルギを蓄えるため、針の動きは１方向のみに限定されるという問題があった。
【０００８】
　そこで、本発明は、指針装置、電子時計、電子時計の指針駆動方法、および電子時計の
指針駆動プログラムにて、扇状領域に反時計回りと時計回りに同等の速度で往復可能なレ
トログラード針による各種情報表示を可能とすることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、上記目的を達成するため、
　反時計回りと時計回りに同等の速度で扇状に往復移動可能な指針と、
　前記指針を駆動する駆動部と、
　前記指針の下側かつ前記指針の往復移動範囲内に少なくとも一部分が配置されて、明滅
と前記指針の位置とを組み合わせて所定の情報を表示する表示部と、
　を備えることを特徴とする指針装置である。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、扇状領域に反時計回りと時計回りに同等の速度で往復可能なレトログ
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ラード針による各種情報表示が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本実施形態における電子時計を示す概略の構成図である。
【図２】タイマーモードへの遷移を示す図である。
【図３】タイマーモードの動作を説明する図である。
【図４】タイマーモードでのレトログラード針の動きを示す図である。
【図５】タイマーモードでのレトログラード針の運針処理を示すフローチャートである。
【図６】時分針早送りチェック処理を示すフローチャートである。
【図７】ストップウオッチモードへの遷移を示す図である。
【図８】ストップウオッチモードの動作を説明する図である。
【図９】ストップウオッチモードでのレトログラード針の動きを示す図である。
【図１０】ストップウオッチモードでのレトログラード針の運針処理を示すフローチャー
トである。
【図１１】時分針早送りチェック処理を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以降、本発明を実施するための形態を、各図を参照して詳細に説明する。
　図１は、本実施形態における電子時計１を示す概略の構成図である。
　本実施形態の電子時計１は、時針２１ａ、分針２１ｂ、レトログラード針２１ｃを独立
のモータで各々駆動可能なものであり、特には限られないが、例えば、腕に装着するため
のバンドを備えた腕時計型の電子時計である。この電子時計１は、例えば時針２１ａ、分
針２１ｂ、レトログラード針２１ｃと、これらを輪列機構２２ａ～２２ｃを介して回転駆
動するステッピングモータ２３ａ～２３ｃと、駆動回路２４と、マイクロコンピュータ３
とを備えている。電子時計１は更に、電源部３４と、振動子３３と、ＬＣＤ（Liquid Cry
stal Display）４１～４３と、ブザー４４、ライト４５、スイッチ５１～５４、リュウズ
５５を備えている。なお図ではスイッチ５１～５４のことを単に“ＳＷ”と省略して記載
している。
　以下、各輪列機構２２ａ～２２ｃを特に区別しないときには、単に輪列機構２２と記載
する。各ステッピングモータ２３ａ～２３ｃを特に区別しないときには、単にステッピン
グモータ２３と記載する。
【００１３】
　駆動回路２４はステッピングモータ２３を駆動するブリッジ回路であり、マイクロコン
ピュータ３との組み合わせによりモータ駆動装置を構成する。マイクロコンピュータ３は
、大規模集積回路（LSI:Large-Scale Integration）であり、ＣＰＵ（Central Processin
g Unit）３１と、周辺回路３２と、発振回路３５と、分周回路３６と、計時回路３７とを
含んで構成される。
【００１４】
　ステッピングモータ２３ａ～２３ｃは、例えば、複数のコイルを備えた高トルクのモー
タである。ステッピングモータ２３ａ～２３ｃは、それぞれ輪列機構２２ａ～２２ｃを介
して時針２１ａ、分針２１ｂ、レトログラード針２１ｃを駆動し、よって所定方向を指し
示させるものである。輪列機構２２ｃ、ステッピングモータ２３ｃ、駆動回路２４、およ
びマイクロコンピュータ３の組合せは、レトログラード針２１ｃを駆動する駆動部を構成
する。
【００１５】
　時針２１ａと分針２１ｂは、主文字盤６（図２（ａ）参照）の中央の回転軸に対して、
回転自在に設けられている。レトログラード針２１ｃは、自身の回転軸を中心に、約１２
０度に往復可能に設けられている。ステッピングモータ２３ｃは、高いトルク性能を有し
ているので、レトログラード針２１ｃを反時計回りと時計回りに同等の速度で扇状に往復
移動させることが可能である。
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【００１６】
　駆動回路２４は、マイクロコンピュータ３から入力された制御信号に基づいて、ステッ
ピングモータ２３ａ～２３ｃを駆動するための駆動電圧信号を、適切なタイミングで出力
する。この駆動回路２４は、マイクロコンピュータ３からの設定信号に基づき、ステッピ
ングモータ２３の駆動電圧や駆動電圧パルス幅を調整して出力可能である。駆動回路２４
は、ステッピングモータ２３に対して正転方向または逆転方向に駆動電圧信号を出力可能
となっている。
【００１７】
　ＣＰＵ３１は、各種演算処理を行い、電子時計１の全体動作を統括制御する。ＣＰＵ３
１は、制御プログラムを読み出して実行し、継続的に各部に時刻表示に係る動作を行わせ
ると共に、操作部であるスイッチ５１～５４やリュウズ５５による入力操作に基づいてリ
アルタイムで、または、設定されたタイミングで要求された動作を行わせる。これらスイ
ッチ５１～５４やリュウズ５５は、動作モードを受け付ける受付部として機能し、ＣＰＵ
３１は、輪列機構２２ｃ、ステッピングモータ２３ｃ、駆動回路２４により、この動作モ
ードを示す位置にレトログラード針２１ｃを駆動する。
【００１８】
　ＣＰＵ３１は、時針２１ａ、分針２１ｂ、レトログラード針２１ｃが移動する目標位置
を設定し、駆動回路２４を介して、ステッピングモータ２３の駆動を制御する制御手段で
ある。ＣＰＵ３１は更に、表示部であるＬＣＤ４１～４３に各種情報を表示し、報知部で
あるブザー４４やライト４５によってユーザに各種情報を報知する。
【００１９】
　発振回路３５は、固有の周波数信号を生成して分周回路３６に出力する。発振回路３５
としては、例えば、水晶などの振動子３３と組み合わせて発振する回路が用いられる。
　分周回路３６は、発振回路３５から入力された信号をＣＰＵ３１や計時回路３７が利用
する各種周波数の信号に分周して出力する。
　計時回路３７は、分周回路３６から入力された所定の周波数信号の回数を計数し、初期
時刻に加算していくことで現在時刻を計数するカウンタ回路である。計時回路３７により
計数される現在時刻は、ＣＰＵ３１により読み出されて時刻表示に用いられる。この時刻
の計数は、ソフトウェア的に制御されてもよい。
【００２０】
　電源部３４は、電子時計１を長期間に亘って継続的、かつ安定的に動作させることが可
能な構成となっており、例えば電池とＤＣ－ＤＣコンバータとの組み合わせである。これ
により動作中の電源部３４の出力電圧は、所定値を保つ。
【００２１】
《タイマーモードの動作》
　タイマーモードとは、予め設定された時間の残り時間を表示し（カウントダウン）、こ
の残り時間して０分０秒となったときに、設定時間が経過したことを報知するモードであ
る。タイマーモードにおいて表示する時間情報を、ここではタイマーの残り時間と呼ぶ。
タイマーの残り時間は、秒情報（第１時間情報）と、この秒情報の集合である分情報（第
２時間情報）の組合せで表示される。
【００２２】
　図２（ａ），（ｂ）は、電子時計１のタイマーモードへの遷移を示す図である。
　図２（ａ）は、基本時計モードにおける電子時計１の概観図である。
　電子時計１は、円盤状の主文字盤６と、この主文字盤６の下部に設けられた扇状の副文
字盤７とを備える。この主文字盤６の中央には、時針２１ａと分針２１ｂの回転軸が設け
られている。扇状の副文字盤７の下部には、レトログラード針２１ｃの回転軸が設けられ
ている。副文字盤７には、左から順に０から６０までの数字が刻印されており、レトログ
ラード針２１ｃおよびＬＣＤ４１の表示する意味を示している。副文字盤７において、０
の刻印は左に６０度傾いた位置、１０の刻印は左に４０度傾いた位置、２０の刻印は左に
２０度傾いた位置、４０の刻印は右に２０度傾いた位置、５０の刻印は右に４０度傾いた
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位置、６０の刻印は右に６０度傾いた位置に、それぞれ刻印される。
　副文字盤７には更に、左から順に“ＳＴ”，“ＷＴ”，“ＡＬ”，“ＴＲ”の文字が刻
印されている。それぞれ“ＳＴ”はストップウオッチモード、“ＷＴ”はワールドタイム
モード、“ＡＬ”はアラームモード、“ＴＲ”はタイマーモードを示している。ここでワ
ールドタイムとは、現在地の他に第２時間帯である世界の主要都市の時刻を知る機能のこ
とをいう。ワールドタイムモードとは、世界の主要都市を設定し、この主要都市の時刻を
表示するモードである。
【００２３】
　ＬＣＤ４１は、レトログラード針２１ｃの下側かつレトログラード針２１ｃの往復移動
範囲内に配置されている。ＬＣＤ４１の明滅と、レトログラード針２１ｃの位置とを組み
合わせて、タイマーの残り時間やストップウオッチの経過時間を表示することができる。
このＬＣＤ４１は、“ＳＴ”を表示するＳＴ表示素子４１Ｌ、０分から６０分までの各素
子を点灯／消灯して表示する分表示素子４１Ｍ、“ＴＲ”を表示するＴＲ表示素子４１Ｒ
を備える。分表示素子４１Ｍを構成する０分から６０分までの各素子は、２度ごとに放射
状に構成され、全体として扇形状に配置される。なおＬＣＤ４１における点灯とは、黒色
を表示することをいう。ＬＣＤ４１は、明滅とレトログラード針２１ｃが指す位置と組み
合わせて、タイマーの残り時間やストップウオッチの経過時間などを表示する。
【００２４】
　ＬＣＤ４２は、主文字盤６の上部かつ左側に配置されている。ＬＣＤ４３は、主文字盤
６の上部かつ右側に配置されている。
　この基本時計モードにおいて、レトログラード針２１ｃは図の上方を指し、ＳＴ表示素
子４１ＬとＴＲ表示素子４１Ｒは消灯する。ＬＣＤ４２は、例えば“ＳＵＮ”のように現
在の曜日を英語で表示する。ＬＣＤ４３は、例えば“６－３０”のように現在が６月３０
日であることを示す。
【００２５】
　図２（ｂ）は、タイマーモードに遷移したときの電子時計１の概観図である。
　電子時計１は、基本時計モードにてユーザがスイッチ５３を押下すると、タイマーモー
ドに遷移する。タイマーモードに遷移したとき、レトログラード針２１ｃは、“ＴＲ”を
所定時間に亘って指したのち、後記する図３（ａ）の表示となる。ただし、ライト４５が
点灯されたならば、ライト４５の残照が終わるまでレトログラード針２１ｃは、“ＴＲ”
を指針する。
　ＬＣＤ４１は、タイマー設定された分（ここでは１０分）だけ分表示素子４１Ｍを点灯
し、かつＴＲ表示素子４１Ｒを点灯してタイマーモードに遷移したことを示す。ＬＣＤ４
２は、タイマーの残り時間の分と秒とを整数で表示し、ＬＣＤ４３は、タイマーの残り時
間の秒のうち小数点以下の桁を数字で表示する。
【００２６】
　図３（ａ）～（ｉ）は、タイマーモードの動作を説明する図である。以下のタイマーモ
ードにて、ＬＣＤ４１の右端のＴＲ表示素子４１Ｒは点灯して“ＴＲ”を示し、ＳＴ表示
素子４１Ｌは消灯する。
【００２７】
　図３（ａ）は、１０分０秒０のカウントダウンの開始時点における副文字盤７を示して
いる。
　このときレトログラード針２１ｃは、副文字板７の６０の位置を指している。分表示素
子４１Ｍは、０分から９分までの素子を点灯し、１０分から６０分までの素子を消灯して
いる。このようにＣＰＵ３１は、ｎ分０秒０（ｎは自然数）からカウントダウンする際、
レトログラード針２１ｃが６０の位置を指すように制御する。これにより、カウントダウ
ンの開始時点におけるフライバックを抑止可能である。
【００２８】
　図３（ｂ）は、残り時間を９分３７秒６までカウントダウンした時点における副文字盤
７を示している。
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　このときレトログラード針２１ｃは、副文字板７の３８の位置を指している。分表示素
子４１Ｍは、０分から８分までの素子を点灯し、９分の素子を点滅し、１０分から６０分
までの素子を消灯している。図では点滅している９分の素子を表示素子４１ｂとして示し
ている。この点滅周期は、数Ｈｚである。この表示素子４１ｂの点滅により、タイマーが
動作していることを示すことができる。ここでユーザが停止操作を行うと、図３（ｃ）に
示す状態に遷移する。
【００２９】
　図３（ｃ）は、残り時間を９分３７秒６までカウントダウンして停止した副文字盤７を
示している。
　このときレトログラード針２１ｃは、副文字板７の３８の位置を指している。分表示素
子４１Ｍは、０分から８分までの素子を点灯し、かつ９分から６０分までの素子を消灯し
ている。ここでユーザが開始操作を行うと、図３（ｂ）に示す状態に遷移する。
【００３０】
　図３（ｄ）は、図３（ｂ）から時間が経過して残り時間を３分２１秒４までカウントダ
ウンした時点における副文字盤７を示している。
　このときレトログラード針２１ｃは、副文字板７の２１．５の位置を指している。分表
示素子４１Ｍは、０分から３分までの素子を点灯し、４分の素子を点滅し、５分から６０
分までの素子を消灯している。図では点滅している４分の素子を表示素子４１ｂとして示
している。この点滅周期は、数Ｈｚである。この表示素子４１ｂの点滅により、タイマー
が動作していることを示すことができる。ここでユーザが停止操作を行うと、図３（ｅ）
に示す状態に遷移する。
【００３１】
　図３（ｅ）は、残り時間を３分２１秒４までカウントダウンして停止した副文字盤７を
示している。
　このときレトログラード針２１ｃは、副文字板７の２１．５の位置を指している。分表
示素子４１Ｍは、０分から３分までの素子を点灯し、４分から６０分までの素子を消灯し
ている。ここでユーザが開始操作を行うと、図３（ｄ）に示す状態に遷移する。
【００３２】
　図３（ｆ）は、図３（ｂ）から時間が経過して残り時間を０分８秒７までカウントダウ
ンした時点における副文字盤７を示している。
　このときレトログラード針２１ｃは、副文字板７の９の位置を指している。分表示素子
４１Ｍは、０分の素子を点滅し、４分から６０分までの素子を消灯している。図では点滅
している０分の素子を表示素子４１ｂとして示している。この点滅周期は、数Ｈｚである
。この表示素子４１ｂの点滅により、タイマーが動作していることを示すことができる。
ここでユーザが停止操作を行うと、図３（ｇ）に示す状態に遷移する。
【００３３】
　図３（ｇ）は、残り時間を０分８秒７までカウントダウンして停止した副文字盤７を示
している。
　このときレトログラード針２１ｃは、副文字板７の９の位置を指している。分表示素子
４１Ｍは、すべての素子が消灯している。ここでユーザが開始操作を行うと、図３（ｆ）
に示す状態に遷移する。
【００３４】
　図３（ｈ）は、タイムアップした時点における副文字盤７の第１状態を示している。
　このときレトログラード針２１ｃは、副文字板７の０の位置を指している。分表示素子
４１Ｍは、０分から２分までの素子が点灯し、３分から５分までの素子が消灯し、以降同
様に点灯と消灯とを繰り返して１０本の縞模様を構成している。
【００３５】
　図３（ｉ）は、タイムアップした時点における副文字盤７の第２状態を示している。
　このときレトログラード針２１ｃは、副文字板７の０の位置を指している。分表示素子
４１Ｍは、０分から２分までの素子を消灯し、３分から５分までの素子を点灯し、以降同



(9) JP 2017-161376 A 2017.9.14

10

20

30

40

50

様に消灯と点灯とを繰り返して１０本の縞模様を構成している。図３（ｉ）の分表示素子
４１Ｍの縞模様は、図３（ｈ）の分表示素子４１Ｍにて点灯している部分が消灯し、消灯
している部分が点灯している。
　図３（ｈ）に示す第１状態と、図３（ｉ）に示す第２状態とを交互に所定間隔で繰り返
すことにより、分表示素子４１Ｍの表示にエンターティメント性を持たせて、ユーザの目
を楽しませることができる。
【００３６】
　図４（ａ）～（ｅ）は、タイマーモードでのレトログラード針２１ｃの動きを示す図で
ある。
　図４（ａ）は、毎分０秒から５９秒６までの間のレトログラード針２１ｃを示している
。このときレトログラード針２１ｃは、副文字板７の６０の位置を指している。
　図４（ｂ）は、毎分５９秒５から５９秒１までの間のレトログラード針２１ｃを示して
いる。このときレトログラード針２１ｃは、副文字板７の５９．５の位置を指している。
以下、時間の経過と共にタイマーの残り時間がカウントダウンし、レトログラード針２１
ｃは１秒あたり１ずつ反時計回りに緩やかに回転する。
【００３７】
　図４（ｃ）は、毎分１秒から０秒６までの間のレトログラード針２１ｃを示している。
　このときレトログラード針２１ｃは、副文字板７の１の位置を指している。
　図４（ｄ）は、毎分０秒５から０秒１までの間のレトログラード針２１ｃを示している
。このときレトログラード針２１ｃは、副文字板７の０．５の位置を指している。その後
、分の繰り下がり時にレトログラード針２１ｃは、時計回りに早送りされて瞬時に６０の
位置を示す。これをレトログラード針２１ｃのフライバックという。レトログラード針２
１ｃは、１秒以内のフライバックの後に、約１分間に亘って反時計回りに緩やかに運針し
、この運針とフライバックを交互に繰り返す。このレトログラード針２１ｃの動きにより
タイマー表示にエンターティメント性を持たせて、ユーザの目を楽しませることができる
。更に、レトログラード針２１ｃは、毎分０秒５にフライバックして早送りし、毎分０秒
には６０の位置を指すようにしているので、分の繰り下がりに遅れることなく動作してい
る様子を演出可能である。
【００３８】
　図４（ｅ）は、タイムアップしたときのレトログラード針２１ｃを示している。このと
きレトログラード針２１ｃは、副文字板７の０．０の位置を指している。
【００３９】
　図５は、タイマーモードでのレトログラード針２１ｃの運針処理を示すフローチャート
である。
　電池容量の関係から、ブザー４４による報音やライト４５の点灯と、レトログラード針
２１ｃのフライバック（早送り）とは同時には行えない。よって、両者のタイミングをず
らして動作させる必要がある。具体的にはブザー４４による報音やライト４５の点灯を優
先して、この点灯終了かつ報音終了時にタイマーの残り時間のうち秒情報にあわせてレト
ログラード針２１ｃを早送りさせるとよい。以下は、この動作を実現するフローチャート
である。
【００４０】
　タイマーのカウントダウンを開始するとき、ＣＰＵ３１は、ＬＣＤ４１の分表示素子４
１Ｍをタイマーの設定時間の分情報に基づいて設定し（ステップＳ１０）、レトログラー
ド針２１ｃをタイマーの設定時間の秒情報を指すように早送りする（ステップＳ１１）。
具体的にいうと、タイマーの設定時間が１０分０秒の場合には、図３（ａ）に示すように
分表示素子４１Ｍは０分から９分までの素子を点灯し、レトログラード針２１ｃは６０の
位置を指す。なお、ＣＰＵ３１によるレトログラード針２１ｃの早送りは、全て時分針早
送りチェック処理（後記する図６参照）を呼び出すことによって行う。
【００４１】
　その後ＣＰＵ３１は、時間の経過と共に、レトログラード針２１ｃを反時計回りに運針
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しつつ（ステップＳ１２）、リュウズ５５が押下されたか否かを判定する（ステップＳ１
３）。リュウズ５５が押下されたならば（ステップＳ１３→Ｙｅｓ）、ＣＰＵ３１は、レ
トログラード針２１ｃを停止させてストップ状態に遷移する。
【００４２】
　ＣＰＵ３１は、レトログラード針２１ｃが０秒５の位置を指したか否かを判定する（ス
テップＳ１４）。レトログラード針２１ｃが０秒５の位置を指していないならば（ステッ
プＳ１４→Ｎｏ）、ＣＰＵ３１は、ステップＳ１２に戻ってレトログラード針２１ｃを運
針する。レトログラード針２１ｃが０秒５の位置を指したならば（ステップＳ１４→Ｙｅ
ｓ）、ＣＰＵ３１は、分表示素子４１Ｍを一つ消灯して、分表示を減少させる（ステップ
Ｓ１５）。
【００４３】
　次いでＣＰＵ３１は、タイムアップしたか否かを判定し（ステップＳ１６）、タイムア
ップしたならばタイムアップ状態に遷移する。
　更にＣＰＵ３１は、ブザー４４の報音中またはライト４５の点灯中であるか否かを判定
し（ステップＳ１７）、報音中または点灯中のいずれでもなければ、レトログラード針２
１ｃを６０秒の位置に早送りする（ステップＳ２０）。その後ＣＰＵ３１は、ステップＳ
１２に戻り、レトログラード針２１ｃの運針を繰り返す。
【００４４】
　報音中または点灯中であれば、ＣＰＵ３１は、この報音および点灯が終了するまで待ち
（ステップＳ１８）、レトログラード針２１ｃをタイマーの残り時間の秒情報の位置に早
送りする（ステップＳ１９）。その後ＣＰＵ３１は、ステップＳ１２に戻り、レトログラ
ード針２１ｃの運針を繰り返す。
【００４５】
　図６は、時分針早送りチェック処理を示すフローチャートである。
　電池容量の関係から、時針２１ａや分針２１ｂの早送りと、レトログラード針２１ｃの
フライバック（早送り）とは同時には行えない。よって、両者のタイミングをずらして動
作させる必要がある。具体的にはレトログラード針２１ｃのフライバックを優先して、こ
のフライバック終了時に時針２１ａや分針２１ｂを早送りさせるとよい。以下は、この動
作を実現するフローチャートである。
【００４６】
　ＣＰＵ３１は、時針２１ａや分針２１ｂの早送り中でなければ（ステップＳ４０→Ｎｏ
）、レトログラード針２１ｃを時計回りに早送りして（ステップＳ４４）、図６の処理を
終了する。
　ＣＰＵ３１は、時針２１ａや分針２１ｂの早送り中であれば（ステップＳ４０→Ｙｅｓ
）、時針２１ａや分針２１ｂを停止させて（ステップＳ４１）、レトログラード針２１ｃ
を時計回りに早送りする（ステップＳ４２）。その後、ＣＰＵ３１は、時針２１ａや分針
２１ｂの早送りを再開して（ステップＳ４３）、図６の処理を終了する。
【００４７】
《ストップウオッチモードの動作》
　ストップウオッチモードとは、特定の事象の経過時間を計測するモードであり、事象の
発生からの経過時間をカウントアップして表示する。ストップウオッチの経過時間は、秒
情報（第１時間情報）と、この秒情報の集合である分情報（第２時間情報）の組合せで表
示される。
　ストップウオッチモードにおけるレトログラード針２１ｃの動きは、タイマーモードに
おける動きとは反対となる。本実施形態のステッピングモータ２３ｃは、複数のコイルを
備えた高トルクのモータなので、レトログラード針２１ｃを反時計回りと時計回りに同等
の速度で扇状に往復移動させることが可能である。よって本実施形態の電子時計１は、図
４（ａ）～（ｅ）に示したタイマーモードの動きと、後記する図９（ａ）～（ｄ）に示す
ストップウオッチモードの動きを両方とも実現可能である。
【００４８】
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　図７（ａ），（ｂ）は、各モードへの遷移を示す図である。
　図７（ａ）は、アラームモードにおける電子時計１の概観図である。
　アラームモードにてレトログラード針２１ｃは、副文字盤７の“ＡＬ”を指しつづけて
、アラームモードであることを示す。ＬＣＤ４２は、設定対象のアラーム番号を表示する
。ここではＬＣＤ４２は“ＡＬ１”を表示しており、第１のアラームを設定中であること
を示している。ＬＣＤ４３は、アラーム時間を表示する。ここでは“１２：００”を示し
ており、第１のアラームを１２時０分に設定したことを示している。このアラームモード
や、図２（ａ）に示した基本時計モードで所定の操作を行うと、図７（ｂ）に示すストッ
プウオッチモードに遷移する。
【００４９】
　図７（ｂ）は、ストップウオッチモードに遷移したときの電子時計１の概観図である。
　電子時計１は、アラームモードにてユーザがスイッチ５３を押下すると、ストップウオ
ッチモードに遷移する。ストップウオッチモードに遷移したとき、レトログラード針２１
ｃは、 “ＳＴ”を所定時間に亘って指したのち、後記する図８（ａ）の表示となる。Ｌ
ＣＤ４１は、左端のＳＴ表示素子４１Ｌを点灯してストップウオッチモードに遷移したこ
とを示す。ＬＣＤ４２は、ストップウオッチの計測値の時と分とを整数で表示し、ＬＣＤ
４３は、ストップウオッチの計測値の秒と、秒の小数点以下の桁を数字で表示する。
【００５０】
　図８（ａ）～（ｉ）は、ストップウオッチモードの動作を説明する図である。以下のス
トップウオッチモードにて、ＬＣＤ４１の左端のＳＴ表示素子４１Ｌは点灯して“ＳＴ”
を示し、ＴＲ表示素子４１Ｒは消灯する。
【００５１】
　図８（ａ）は、０分０秒のカウントアップの開始時点における副文字盤７を示している
。
　このときレトログラード針２１ｃは、副文字板７の０の位置を指している。ＬＣＤ４１
の中央部に位置する分表示素子４１Ｍは、０分から６０分まで全ての素子を消灯している
。このようにＣＰＵ３１は、ｎ分０秒０（ｎは自然数）からカウントアップする際には、
カウントダウンとは異なり、レトログラード針２１ｃが０の位置を指すように制御する。
これにより、カウントアップの開始時点におけるフライバックを抑止可能である。
【００５２】
　図８（ｂ）は、０分１８秒７６までカウントアップした時点における副文字盤７を示し
ている。
　このときレトログラード針２１ｃは、副文字板７の１８．５の位置を指している。分表
示素子４１Ｍは、０分の素子を点滅し、１分から６０分までの素子を消灯している。図で
は点滅している０分の素子を表示素子４１ｂとして示している。この点滅周期は、数Ｈｚ
である。この表示素子４１ｂの点滅により、ストップウオッチが動作していることを示す
ことができる。ここでユーザが停止操作を行うと、図８（ｃ）に示す状態に遷移する。
【００５３】
　図８（ｃ）は、０分１８秒７６までカウントアップして停止した副文字盤７を示してい
る。
　このときレトログラード針２１ｃは、副文字板７の１８．５の位置を指している。分表
示素子４１Ｍは、０分から６０分まで全ての素子を消灯している。ここでユーザが開始操
作を行うと、図８（ｂ）に示す状態に遷移する。
【００５４】
　図８（ｄ）は、５分４２秒５６までカウントアップした時点における副文字盤７を示し
ている。
　このときレトログラード針２１ｃは、副文字板７の４２．５の位置を指している。分表
示素子４１Ｍは、０分から５分までの素子を点灯し、６分の素子を点滅し、７分から６０
分までの素子を消灯している。図では点滅している６分の素子を表示素子４１ｂとして示
している。この点滅周期は、数Ｈｚである。この表示素子４１ｂの点滅により、ストップ
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ウオッチが動作していることを示すことができる。ここでユーザが停止操作を行うと、図
８（ｅ）に示す状態に遷移する。
【００５５】
　図８（ｅ）は、５分４２秒５６までカウントアップして停止した副文字盤７を示してい
る。
　このときレトログラード針２１ｃは、副文字板７の４２．５の位置を指している。分表
示素子４１Ｍは、０分から５分までの素子を点灯し、６分から６０分までの素子を消灯し
ている。ここでユーザが開始操作を行うと、図８（ｄ）に示す状態に遷移する。
【００５６】
　図８（ｆ）は、５９分５３秒４２までカウントアップした時点における副文字盤７を示
している。
　このときレトログラード針２１ｃは、副文字板７の５３の位置を指している。分表示素
子４１Ｍは、０分から５９分までの素子を点灯し、６０分の素子を点滅している。図では
点滅している６０分の素子を表示素子４１ｂとして示している。この点滅周期は、数Ｈｚ
である。この表示素子４１ｂの点滅により、ストップウオッチが動作していることを示す
ことができる。ここでユーザが停止操作を行うと、図８（ｇ）に示す状態に遷移する。
【００５７】
　図８（ｇ）は、５９分５３秒４２までカウントアップして停止した副文字盤７を示して
いる。
　このときレトログラード針２１ｃは、副文字板７の５３の位置を指している。分表示素
子４１Ｍは、０分から５９分までの素子を点灯し、６０分の素子を消灯している。ここで
ユーザが開始操作を行うと、図８（ｆ）に示す状態に遷移する。
【００５８】
　図８（ｈ）は、１時間が経過した時点における副文字盤７を示している。
　このときレトログラード針２１ｃは、副文字板７の５９．５の位置を指した後に０の位
置にフライバックする。これによりレトログラード針２１ｃの動きにエンターティメント
性を持たせて、ユーザの目を楽しませることができる。分表示素子４１Ｍは、０分を点滅
し、１分から６０分までを消灯している。この表示素子４１ｂの点滅により、ストップウ
オッチが動作していることを示すことができる。レトログラード針２１ｃが０の位置にフ
ライバックすると、図８（ｉ）に示す状態に遷移する。
【００５９】
　図８（ｉ）は、１時間が経過した時点における副文字盤７を示している。
　このときレトログラード針２１ｃは、副文字板７の０の位置を指している。分表示素子
４１Ｍは、０分から６０分まで全ての素子を消灯している。これにより電子時計１は、ス
トップウオッチが停止したことを表現している。
【００６０】
　スプリットとは、ストップウオッチのスタートから或る時点までの途中経過時間をいう
。この電子時計１のスプリット中は、レトログラード針２１ｃと分表示素子４１Ｍの両方
とも、スプリットタイムを表示する。つまり、レトログラード針２１ｃはスプリットタイ
ムの秒で停止し、分表示素子４１Ｍは、０分から（スプリットタイムの分－１）分に係る
素子を点灯し、スプリットタイムの分に係る素子を点滅する。
【００６１】
　図９（ａ）～（ｄ）は、ストップウオッチモードでのレトログラード針２１ｃの動きを
示す図である。
　図９（ａ）は、毎分０秒から０秒４までの間のレトログラード針２１ｃを示している。
このときレトログラード針２１ｃは、０．０を示す。
　図９（ｂ）は、毎分０秒５から０秒９までの間のレトログラード針２１ｃを示している
。このときレトログラード針２１ｃは、副文字板７の０．５の位置を指している。以下、
時間の経過と共にストップウオッチがカウントアップし、レトログラード針２１ｃは１秒
あたり１ずつ時計回りに緩やかに回転する。
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【００６２】
　図９（ｃ）は、毎分５９秒０から５９秒４までの間のレトログラード針２１ｃを示して
いる。
　このときレトログラード針２１ｃは、副文字板７の５９の位置を指している。
【００６３】
　図９（ｄ）は、毎分５９秒５から５９秒９までの間のレトログラード針２１ｃを示して
いる。このときレトログラード針２１ｃは、副文字板７の５９．５の位置を指している。
その後、分の繰り上がり時にレトログラード針２１ｃは、反時計回りに早戻しされて瞬時
に０秒を示す。これをレトログラード針２１ｃのフライバックという。レトログラード針
２１ｃは、１秒以内のフライバックの後に、約１分間に亘って時計回りに緩やかに運針し
、この運針とフライバックを交互に繰り返す。このレトログラード針２１ｃの動きにより
ストップウオッチ表示にエンターティメント性を持たせて、ユーザの目を楽しませること
ができる。更に、レトログラード針２１ｃは、毎分５９秒５にフライバックして早戻しし
、毎分０秒には０の位置を指すようにしているので、分の繰り上がりに遅れることなく動
作している様子を演出可能である。
【００６４】
　図１０は、ストップウオッチモードでのレトログラード針２１ｃの運針処理を示すフロ
ーチャートである。
　電池容量の関係から、ブザー４４による報音やライト４５の点灯と、レトログラード針
２１ｃのフライバック（早戻し）とは同時には行えない。よって、両者のタイミングをず
らして動作させる必要がある。具体的にはブザー４４による報音やライト４５の点灯を優
先して、この点灯終了かつ報音終了時にストップウオッチの経過時間のうち秒情報にあわ
せてレトログラード針２１ｃを早送りさせるとよい。以下は、この動作を実現するフロー
チャートである。
【００６５】
　ストップウオッチの計測を開始するとき、ＣＰＵ３１は、ＬＣＤ４１の分表示素子４１
Ｍをクリアして０分を表示させ（ステップＳ５０）、レトログラード針２１ｃを早戻しし
て０の位置を指させる（ステップＳ５１）。なお、ＣＰＵ３１によるレトログラード針２
１ｃの早戻しは、全て時分針早戻しチェック処理（後記する図１１参照）を呼び出すこと
によって行う。
【００６６】
　その後ＣＰＵ３１は、時間の経過と共に、レトログラード針２１ｃを時計回りに運針し
つつ（ステップＳ５２）、リュウズ５５が押下されたか否かを判定する（ステップＳ５３
）。リュウズ５５が押下されたならば（ステップＳ５３→Ｙｅｓ）、ＣＰＵ３１は、レト
ログラード針２１ｃを停止させてストップ状態に遷移する。
【００６７】
　リュウズ５５が押下されていないならば（ステップＳ５３→Ｎｏ）、ＣＰＵ３１は、レ
トログラード針２１ｃが５９秒５の位置を指したか否かを判定する（ステップＳ５４）。
レトログラード針２１ｃが５９秒５の位置を指していないならば（ステップＳ５４→Ｎｏ
）、ＣＰＵ３１は、ステップＳ５２に戻ってレトログラード針２１ｃを運針する。レトロ
グラード針２１ｃが５９秒５の位置を指したならば（ステップＳ５４→Ｙｅｓ）、ＣＰＵ
３１は、分表示素子４１Ｍを新たに一つ点灯して、分表示を増加させる（ステップＳ５５
）。
【００６８】
　次いでＣＰＵ３１は、１時間が経過したか否かを判定し（ステップＳ５６）、１時間が
経過したならば、停止状態に遷移する。
　更に１時間が経過していないならば（ステップＳ５６→Ｎｏ）、ＣＰＵ３１は、ブザー
４４の報音中またはライト４５の点灯中であるか否かを判定し（ステップＳ５７）、報音
中または点灯中のいずれでもなければ、レトログラード針２１ｃを０秒の位置に早送りす
る（ステップＳ６０）。その後ＣＰＵ３１は、ステップＳ５２に戻り、レトログラード針
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２１ｃの運針を繰り返す。
【００６９】
　報音中または点灯中であれば（ステップＳ５７→Ｙｅｓ）、ＣＰＵ３１は、この報音お
よび点灯が終了するまで待ち（ステップＳ５８）、レトログラード針２１ｃをストップウ
オッチの経過時間の秒情報の位置に早戻しする（ステップＳ５９）。その後ＣＰＵ３１は
、ステップＳ５２に戻り、レトログラード針２１ｃの運針を繰り返す。
【００７０】
　図１１は、時分針早送りチェック処理を示すフローチャートである。
　電池容量の関係から、時針２１ａや分針２１ｂの早送りと、レトログラード針２１ｃの
フライバック（早戻し）とは同時には行えない。よって、両者のタイミングをずらして動
作させる必要がある。具体的にはレトログラード針２１ｃのフライバックを優先して、こ
のフライバック終了時に時針２１ａや分針２１ｂの早送りさせるとよい。以下は、この動
作を実現するフローチャートである。
【００７１】
　ＣＰＵ３１は、時針２１ａや分針２１ｂの早送り中でなければ（ステップＳ８０→Ｎｏ
）、レトログラード針２１ｃを反時計回りに早戻しして（ステップＳ８４）、図１１の処
理を終了する。
　ＣＰＵ３１は、時針２１ａや分針２１ｂの早送り中であれば（ステップＳ８０→Ｙｅｓ
）、時針２１ａや分針２１ｂを停止させて（ステップＳ８１）、レトログラード針２１ｃ
を反時計回りに早送りする（ステップＳ８２）。その後、ＣＰＵ３１は、時針２１ａや分
針２１ｂの早送りを再開して（ステップＳ８３）、図１１の処理を終了する。
【００７２】
（変形例）
　本発明は、上記実施形態に限定されることなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で、変
更実施が可能であり、例えば、次の（ａ）～（ｅ）のようなものがある。
（ａ）　レトログラード針２１ｃやＬＣＤ４１は、電子時計１に限られず、任意の指針装
置に適用してもよい。
（ｂ）　レトログラード針２１ｃやＬＣＤ４１による表示情報は、タイマーの残り時間や
ストップウオッチの経過時間に限定されず、例えば現在時刻やワールドタイムなどの任意
の情報でもよく、限定されない。
（ｃ）　副文字盤７の位置は、主文字盤６の６時の方向に限定されず、３時の方向、９時
の方向または０時の方向などであってもよい。また、副文字盤７は１個に限定されず、複
数個の副文字盤が主文字盤６に配置されてもよい。
（ｄ）　タイマーの残り時間やストップウオッチの経過時間は、秒情報と分情報の組合せ
に限られず、例えば秒情報と１００秒単位の情報の組合せや、分情報と時間情報の組合せ
など、任意の時間単位とこれの集合である別の時間単位の組合せであってもよい。
（ｅ）　レトログラード針２１ｃが示す動作モードは、ストップウオッチモード、タイマ
ーモード、アラームモード、ワールドタイムモードに限定されず、任意のモードであって
もよい。
【００７３】
　以下に、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲に記載した発明を付記する。
付記に記載した請求項の項番は、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲の通り
である。
〔付記〕
＜請求項１＞
　反時計回りと時計回りに同等の速度で扇状に往復移動可能な指針と、
　前記指針を駆動する駆動部と、
　前記指針の下側かつ前記指針の往復移動範囲内に少なくとも一部分が配置されて、明滅
と前記指針の位置とを組み合わせて所定の情報を表示する表示部と、
　を備えることを特徴とする指針装置。
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＜請求項２＞
　反時計回りと時計回りに同等の速度で扇状に往復移動可能な指針と、
　動作モードを受け付ける受付部と、
　前記動作モードを示す位置に前記指針を駆動する駆動部と、
　を備えることを特徴とする電子時計。
＜請求項３＞
　前記動作モードは、ストップウオッチモード、タイマーモード、アラームモード、ワー
ルドタイムモードのうち少なくとも１つを含んでいる、
　ことを特徴とする請求項２に記載の電子時計。
＜請求項４＞
　請求項１に記載の指針装置を備える電子時計であって、
　前記電子時計は、前記指針の位置により第１時間情報を示し、前記表示部により第１時
間の集合である第２時間情報を示すことにより、前記第１時間情報と前記第２時間情報と
からなるストップウオッチの経過時間を表示する、
　ことを特徴とする電子時計。
＜請求項５＞
　前記駆動部は、前記第１時間情報の増加と共に前記指針を時計回りに駆動し、前記第１
時間情報の繰り上がり時に、前記指針を反時計回りに駆動する、
　ことを特徴とする請求項４に記載の電子時計。
＜請求項６＞
　前記表示部は、ストップウオッチモードであることを示す表示領域を左側に含んで構成
される、
　ことを特徴とする請求項４または５に記載の電子時計。
＜請求項７＞
　請求項１に記載の指針装置を備える電子時計であって、
　前記電子時計は、前記指針の位置により第１時間情報を示し、前記表示部により第１時
間の集合である第２時間情報を示すことにより、前記第１時間情報と前記第２時間情報と
からなるタイマーの残り時間を表示する、
　ことを特徴とする電子時計。
＜請求項８＞
　前記駆動部は、前記第１時間情報の減少と共に前記指針を反時計回りに駆動し、前記第
１時間情報の繰り下がり時に、前記指針を時計回りに駆動する、
　ことを特徴とする請求項７に記載の電子時計。
＜請求項９＞
　前記表示部は、タイマーモードであることを示す表示領域を右側に含んで構成される、
　ことを特徴とする請求項７または８に記載の電子時計。
＜請求項１０＞
　前記表示部は、タイムアップ時にブリンクする、
　ことを特徴とする請求項４ないし６、請求項７ないし９のうちいずれか１項に記載の電
子時計。
＜請求項１１＞
　指針と、
　前記指針を駆動する駆動部と、
　明滅と前記指針の位置とを組み合わせて、第１時間情報と第１時間の集合である第２時
間情報とからなるストップウオッチの経過時間を表示する表示部とを備える電子時計の指
針駆動方法であって、
　前記駆動部は、前記第１時間情報の増加と共に前記指針を第２時間に亘って時計回りに
駆動するステップと、
　前記第２時間情報の繰り上がり時に、前記指針を第１時間内に反時計回りに駆動するス
テップと、
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　を実行することを特徴とする電子時計の指針駆動方法。
＜請求項１２＞
　指針と、
　前記指針を駆動する駆動部と、
　明滅と前記指針の位置とを組み合わせて、第１時間情報と第１時間の集合である第２時
間情報とからなるタイマーの残り時間を表示する表示部とを備える電子時計の指針駆動方
法であって、
　前記駆動部は、前記第１時間情報の減少と共に前記指針を第２時間に亘って反時計回り
に駆動するステップと、
　前記第２時間情報の繰り下がり時に、前記指針を第１時間内に時計回りに駆動するステ
ップと、
　を実行することを特徴とする電子時計の指針駆動方法。
＜請求項１３＞
　指針と、
　前記指針を駆動する駆動部と、
　明滅と前記指針の位置とを組み合わせて、第１時間情報と第１時間の集合である第２時
間情報とからなるストップウオッチの経過時間を表示する表示部と、
　プロセッサと、を備える電子時計の指針駆動プログラムであって、
　前記プロセッサに、
　前記駆動部に対して、前記第１時間情報の増加と共に前記指針を第２時間に亘って時計
回りに駆動する処理、
　前記第２時間情報の繰り上がり時に、前記指針を第１時間内に反時計回りに駆動する処
理、
　を実行させるための指針駆動プログラム。
＜請求項１４＞
　指針と、
　前記指針を駆動する駆動部と、
　明滅と前記指針の位置とを組み合わせて、第１時間情報と第１時間の集合である第２時
間情報とからなるタイマーの残り時間を表示する表示部と、
　プロセッサと、を備える電子時計の指針駆動プログラムであって、
　前記プロセッサに、
　前記駆動部に対して、前記第１時間情報の減少と共に前記指針を第２時間に亘って反時
計回りに駆動する処理、
　前記第２時間情報の繰り下がり時に、前記指針を第１時間内に時計回りに駆動する処理
、
　を実行させるための指針駆動プログラム。
【符号の説明】
【００７４】
１　電子時計　（指針装置）
２１ａ　時針
２１ｂ　分針
２１ｃ　レトログラード針
２２ａ～２２ｃ　輪列機構
２３ａ～２３ｃ　ステッピングモータ
２４　駆動回路
３　マイクロコンピュータ
３１　ＣＰＵ
３２　周辺回路
３３　振動子
３４　電源部
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３５　発振回路
３６　分周回路
３７　計時回路
４１～４３　ＬＣＤ
４１Ｌ　ＳＴ表示素子
４１Ｍ　分表示素子
４１Ｒ　ＴＲ表示素子
４４　ブザー
４５　ライト
５１～５４　スイッチ
５５　リュウズ
６　主文字盤
７　副文字盤

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(19) JP 2017-161376 A 2017.9.14

【図７】 【図８】
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